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成果の概要 

ヒトサイトメガロウイルス (HCMV)は、母体胎盤を介して胎児に感染することで先天性 CMV

感染症を引き起こし、さまざまな影響を胎児におよぼす。HCMVはヘルペスウイルスの一種で

あり、潜伏感染・溶解感染といった感染様式をとりながら同一宿主に終生感染し続ける。本研

究は、先天性 CMV感染症の病態形成機序の解明とその制御を目的として、HCMV の感染様式や

病原性発現の仕組みを明らかにする研究、および先天性 CMV感染をともなう難聴に関する臨床

学的研究の遂行を目的とした。 

HCMV の増殖や病態形成に関与するウイルス因子・細胞因子間の相互作用に着目し、関与が想

定される因子間相互作用の同定ならびに解析を行ってきた。本年度は、HCMVとの関連性がこれ

までに報告されていない新規細胞因子を含めた複数の因子について、HCMV の感染・増殖に対し

て当該細胞因子が役割を果たしているか生化学的解析を行った。その結果、HCMV遺伝子発現お

よびウイルス増殖に当該因子が関与している可能性が明らかになった。 

HCMV の潜伏感染・溶解感染といった感染様式は感染する細胞の種類によっても異なる。これ

までにヒト単球培養細胞に実験的に HCMV を感染させた結果、線維芽細胞の場合とは HCMV 感染

様式が異なっている可能性が示された。単球の分化誘導にともなう HCMV感染様式の変化につい

ては今後さらに解析を進める必要がある。 



 

先天性 CMV 感染症にともなう合併症の一つに難聴が挙げられる。症候性、無症候性感染児と

もに 2 歳以降でも難聴を発症する場合があるため、新生児聴覚検査で発見できない難聴児の原

因として先天性 CMV 感染は重要である。本研究では、先天性 CMV 感染をともなう難聴症例につ

いて臨床的特徴などの解析を進めた。難聴または難聴の疑いで当センター耳鼻咽喉科にて 2007

年以降経過観察を行っている先天性 CMV 感染児のうち、遅発性に難聴を発症し臍帯の解析によ

り CMV 先天感染が明らかとなった症例が約半数にのぼった。また、新生児聴覚検査にて一度で

もリファーが出た場合、先天性 CMV 感染を疑うことの重要性を示唆する症例も認めた。難聴の

早期発見・早期療育の観点からも、遅発性難聴の早期発見は必要不可欠であり、全出生児の CMV

スクリーニングなども今後検討すべき課題と考えられた。


